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急性硬膜下血腫 （acute subdural hematoma、以下 A SD H )は頻度の高い外 傷 で あ り 、 特  
に重症は予後不良であることがよく知られ、その寄与因子に関する報告も多数ある。 
— 方で ASDHの 8 割以上は軽症•中等症である。たいていは予後良好であるが、一部 
が重症化し予後不良となることが知られている。しかし日本頭部外傷データバンクは 





2008年 4 月から 2017年 3 月までの期間に済生会滋賀県病院でASDHと診断され入院 
となった症例のうち、GCS9〜1 5点のものを対象とした。G CS8点以下、ASDH以外 
の頭部外傷で手術を要したもの、15歳以下は除外した。これらの症例の診療録より年 
齢、性別、GCS、受傷機転、抗凝固薬•抗血小板薬の使用、血腫の部位、その他の頭 
部外傷の有無、Abbreviated Injury Scale3以上の頭部以外の外傷の有無、Injury Severity 
Score (以下 I S S )、手術の有無、退院時のGlasgow Outcome Scale (以下G O S )、死 
亡症例の苑因について調査を行った。症例を転帰良好群 (Good Recovery、Moderate 
D isability)、転帰不良群 （Severe Disability、Vegetative State, D e a th )に分けて、軽症 
(GCS14、15) • 中 等 症 （GCS9〜 1 3 )のそれぞれの転帰良好群、転帰不良群を比較
検討し転帰寄与因子を調べた。
【結果】
症例は 266例あり、軽症が200例、中等症が6 6例であった。手術例が軽症群で8.0%、 
中等症群で24.2%であり、死亡率は軽症群で4+5%、中等症群で 13.6%であった。中 
等症群では死因の約8 割が外傷に起因するものであったのに対し、軽症群では2 /3が 
感染症など内因性疾患によるもので、外傷に起因するものは1/3にすぎなかった。




別紙様式 3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
(続統）
軽症のうち、転帰良好群は163例、転帰不良群は3 7例であった。多変量解析の結果、 
年 齢 （O R :1.06, 95%CI:1.01-1 ,1 1 )と ISS (OR: 1.24, 95%CI: 1.12-1.36)が転帰に寄与 
した。
中等症のうち、転帰良好群は3 9例、転帰不良群は2 7例であった。多変量解析の結果、 










軽 症 •中等症であり血腫も少量であったと思われる。それゆえこのような結果となっ 
たと考えられる。
本研究のリミテーシヨンとして、まず 1点目に血腫量を計測していないことが挙げら 
れる。血腫の厚さとmidline shiftには明らかな関連性があ り 、加えてmidline shiftの有 




帰を退院時のG O Sで評価している。今後、長期予後に関する寄与因子の検討が必要 




中等症の手術率、死亡率は、軽症の約 3 倍であった。軽 症 。中等症ともに年齢、ISS 
が転帰寄与因子であった。
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の急性硬臆下血腫（acute subdural hematoma、ASDH)の転帰寄与因子を摘討し、以下の点 
を明らかにした。
1) 軽症群、中等症群における死亡率は各々4. 5%、13. 6%であること。
2) 中等症群での死因は8 割が外相に起因するものに対し、軽症群では2/3が内因性疾患 
であること。
3) 軽症群における予後不良に関与する転帰寄与因子は年齡と ISS (Injury Severity 
Score)であること。
4) 中等症群における予後不良に関与する転帰寄与因子は年齢とISS (Injury Severity 
Score)であること。
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